


 

プログラムの実施の概要 

・受講生に分かりやすく科研費の研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプ

ログラムを留意、工夫した点 

現在、研究成果に関するメディア報道では、研究の背景や目的とその成果から構成された概要が紹介され

るのが一般的である。しかし、実際の研究においては、地味ではあるが、研究者の努力によって築き上げられ

た実験スキルやセンスなくしては優れた研究成果は生まれない。 

そこで、このプログラムでは、当初、現場での試料採取の工程以外は、参加者が実際の研究における実験

と同じように分析試料を自らの目と手触りで選び、自らの手で試料の処理と調整を行い、研究データを生み出

す基礎工程の体験を通じて、研究の内容と成果を理解してもらうよう企画した。今回、コロナウィルスの感染対

策の観点から実施内容を見直さざるをえなくなったが、内容を顕微鏡観察に重点化し、時間を十分とること

で、試料からプラント・オパールを検出し同定することに挑戦する機会を確保し、自発的で活発な活動を促進

するようにした。 

上記のプログラム全体での留意、工夫に加え、実験実施の方法においても以下の工夫を行った。 

［実施方法の工夫］ 

・観察用の実験機材については、研究に使用できる水準の生物顕微鏡と実体顕微鏡をそれぞれ 1 名に 1

台準備することにより、参加者が密度の濃い実験観察ができるようにした。 

・実施協力者には、事前に実験内容を十分に習得してもらい、受講者の実験サポートを行った。 

・実験に用いる試料は、本物（実施代表者が保有する国内外の実際の遺跡土壌）を使用し、受講者が研究

成果の一部を追体験できるようにした。 

・中高生でも、十分に理解できる実験マニュアルを作成し、配付した。また、中学生、高校生のそれぞれの

理解度にあわせ、補足説明を行った。 

・講義や実験時間の短縮を補完するために、受講生には、講座の 10 日前を目途に、短縮となった内容につ

いて解説をした事前学習教材を作成し、配付を行った。 

・感染リスク回避の点から、1 名に 1 台の長机を準備し、透明パーティションで区切った。 

・3 密を回避するため、教室の受講者数の上限を 12 名とし、講座を午前と午後にそれぞれ実施した。 

・当日のスケジュール 

（午前の部）参加者 12 名 

08:30 ～ 09:00 受付(集合場所：宮崎大学農学部附属農業博物館) 

09:00 ～ 12:00 開講式（あいさつ、日程説明、科研費の説明） 

講義「農業と環境の歴史を科学するとは？」 

実験「生物顕微鏡および実体顕微鏡による 

土壌から抽出したプラント・オパールと火山ガラスの観察と同定」 

閉講式 

※途中、状況により、適宜 10 分程の休憩を 2 回行った。 

（午後の部）参加者 3 名 

13:00 ～ 13:20 受付(集合場所：宮崎大学農学部附属農業博物館) 

13:20 ～ 16:20 開講式（あいさつ、日程説明、科研費の説明） 

講義「農業と環境の歴史を科学するとは？」 

実験「生物顕微鏡および実体顕微鏡による 

土壌から抽出したプラント・オパールと火山ガラスの観察と同定」 

閉講式 

※途中、状況により、適宜 10 分程の休憩を 2 回行った。 



・実施の様子 

プログラムは前述の「当日のスケジュール」にしたがい実施した。講義と実験の内容は下記のとおりである。 

■ 開講式 

事前学習テキストの内容のまとめと質疑応答を行うとともに、「農業と環境の歴史を科学する」という当該プ

ログラムのねらいや、受講者に感じたり、考えたりして欲しい問題意識の導入を実施代表者が行った。また、

歴史的な事象を裏付ける科学データとしてプラント・オパール分析を取り上げ、その原理と分析がもたらした最

新の研究成果について紹介し、取り組む実験への受講生の興味関心を高め、こうした研究を支える重要な研

究助成制度として、科研費事業の紹介を行った。実験終了後には、「プログラムのまとめ」を行った。 

■ 実 験 

受講生は、まず、実施代表者と協力者が事前に準備したプレパラートを系統的に観察しながら、植物（草

本：イネ、ヨシ、ススキ、タケ、樹木：マテバシイとオガタマノキ）によって生産されるプラント・オパールの大きさ

や形態に違いがあり、これらが同定の KEY になることを観察とワークシートへのスケッチを通して学んだ。次

に、生徒は、現代の水田土壌から作成した分析用プレパラートを観察し、実際にイネのプラント・オパールを検

出することにチャレンジした。検出した生徒は挙手し、代表者あるいは協力者が確認し、正解・不正解を伝え

た。さらに、同様に、弥生時代の水田土壌についてイネのプラント・オパールの検出に取り組んだ。 

火山ガラスについては実体顕微鏡で観察を行い、粒子の検出と同定を行った。観察は、一般の中学校・高

等学校では使用していない双眼の顕微鏡を使用するため、視度調整など、双眼タイプの顕微鏡に特有な使用

方法の練習を行った後に実施した。 

   

プログラム実施の様子 

・事務局との協力体制 

実施部局及び財務部が適正な執行管理を行った。 

研究推進課が日本学術振興会への連絡調整及び提出書類の確認等を行った。 

・広報活動 

実施代表者が近隣の中学校・高等学校を訪問し、直接、チラシを配布、本事業についての PR を行った。 

※今回は、コロナ禍の影響で、感染状況が安定した期間内にスピィーディーに募集と実施を行うため、 

広報チラシを実施代表者の印刷機材にて作成し、配布した。そのため支出には計上されていない。 

・安全配慮 

実験実習の安全確保のため、3 名の実施協力者(TA)をつけた。 

ガラス器具の操作時に手を切らないように注意喚起した。 

受講者を短期のレクリエーション保険に加入させた。 

・今後の発展性、課題 

コロナ感染の状況が一時的に好転した限られた期間を捉え、2 週間ほどの募集期間での講座実施であった

が、募集定員の 75％の参加があった。実際には、大学への送迎が難しいという事情で参加を断念した生徒も

あったので、次年度も同様な状況で実施となった場合には、安全な送迎手段の確保も検討したい。 





 

・植物の分野がこんなにも奥深かったことを初めて知りました。顕微鏡でたくさんの種類の植物を見てそれぞ

れ違いがあって参考になりました。大学のこともたくさん知れて良かったです。 

・今回は、貴重な体験をさせていただいて、本当にありがとうございました。大学での学びや雰囲気を少し感じ

ることができてとても良い経験になりました。 

・農学部系統へ進学したいと考えていたので、とても参考になった。  

 

以上の結果から、当該プログラムの講座内容や効果については、以下にまとめるとおり、概ね、本来の計

画と遜色ないレベルが担保できたと判断された。 

講座の内容：内容の満足度・わかりやすさ、いずれも受講生の評価は高く、講座内容が適性であったと考えら

れる（調査票の質問①②）。 

講座の効果：受講生の科学への興味関心の喚起、研究を行うことへの関心の萌芽においても一定の効果が

あったと考えられる（調査票の質問③④）。 

また、その他の意見・感想からも、生徒の研究志向の喚起をはじめとする当該講座の目的の達成におい

て、当初の計画と同等の効果をあげることができたと評価できよう。 

コロナ禍で、体験をともなう自由参加型の実験系の講座の機会が著しく減少しているが、今回、定員充足

75％ではあったが、2 週間足らずの募集で中高生の応募があったことは、こうした体験の機会を渇望している

将来の我が国の科学技術を担うであろう科学好きの中高生が少なくないことの証左と考える。コロナ禍が終息

するまでは、計画的な実施の見通しは不透明であり、実施者としては、実施の断念も考えたが、学校関係者

が受講生の実施希望の声を受け、何とか当該講座を実施を継続してゆきたい。 

今年度も、コロナ感染拡大のため、当初の実施時期には蔓延防止措置ならびに宮崎県の緊急事態宣言下

となり、当該プログラムの広報そのものができる状態ではなかったが、9 月中旬からの状況の好転にともな

い、学校関係者や保護者に理解いただける実施日・実施時間という条件下で、プログラムを見直し、日本学術

振興会に承認いただき、無事に、実施することができた。最後に、講座の実施にあたり、お力添えをいただい

た関係各位に感謝申し上げたい。 


